
中２英語において自分が伝えたいことを英文で書くことができる指導の工夫
――「文型トレーニング」や「Word Bank」の活用と、「Hint 集め」活動を通して――
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毎授業の冒頭10分で「文型トレーニング」を使って語順や語法の繰り返し練習

書く内容について考えるためのグループでの話し合い Hint集め活動

テーマに沿った語彙集 Word Bankを提示

赤丸の数字は、生徒が「Word Bank」から活用した単語赤丸の数字は、生徒が「Word Ban赤丸の数字は、生徒が「Word Bank」から活用した単語 どんな内容を作文に含めるべきかを提示

さらに内容を豊かにするための語彙集

Word Bank PART2

語順や語法に注意して

完成した英文が書けない

語順や語法の繰り返し

練習が不足していた
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「書くこと」における問題点
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さらに内容を膨らませて作文

メモを整理しながら、

まずは短い簡単な作文

答えるときに使える語彙集

Word Bank PART1

ワークシートに、これから書く

作文の中心となる文を１つ作る

語順(SVO)や語法(助動詞)に注意して英作文助動詞の用法を練習SVOの文型を練習

手だて③

手だて②

グループで問答しながら答えをメモする

手だて①

「夏休みの予定」「将来の夢」「東京探検(校外学習)報告」の英作文に、３つの手だてを取り入れる

①語順や語法など言語材料を習得する。

②ワークシートを使って内容を膨らませたり整理し

たりしながらどんな内容にするか、考えをまとめる。

解決策と結果

自分が伝えたいことを英文で書くことができる目指す生徒像

③様々な語句を使いながら英作文する。

○文型トレーニングを継続したことで語順や語法が正確になった。多くの生徒が「英語を書くコツがわかった」という感想をもった。

○Hint集めという、生徒同士の話し合いの機会を設けたことで、より内容の豊かな英文を書こうという態度が見られた。

○Word Bankという語彙集を提示したことで短時間で作文できたと同時に作文のアイディアを得た。
成果

課題

様々な語句を使って内容

の豊かな英文が書けない

☆Hint集め活動にうまく参加できない生徒に対する支援に工夫が必要である。

☆Word Bankはテーマに沿った限定的な語彙集であるため、幅広く様々な場面設定でこの活動を繰り返す必要がある。

伝えたいことを英文で書こうとすると…

内容を膨らませたり整理

したりする機会がなかった

何を書いたらよいか

考えがまとまらない

テーマに沿った語彙の

提示が不十分であった

生徒の現状

「伝えたいこと」とは、いつ、どこで、だれと、なぜ、などの内容や感想のことである


